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• リリース日は11/18(水)になります。

• クラウド反映は11/21(土)～22(日)の夜間に実施いたします。

【注意事項】

カスタマイズ機能をご利用のお客様につきましては、バージョンアップ対応をご希望の場合には、有償対応
となりますので、販売店ご担当者様、または、弊社営業担当までご連絡いただきますよう、お願い申し上げ
ます。

リリース日
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2020年11月(3.21.0) リリース内容

新アプリ 業務ナビ

新アプリ 規約チェック

新アプリ 仕訳伝票申請

新アプリ 取引先マスタ申請

全般 ライセンス管理の見直し

全般 マスタの事前予約機能の追加

経費管理 VISAカード対応

経費管理 明細の金額が0円で申請できる

経費管理 出張精算の出張手当の拡張

経費管理 出張申請→直行直帰出張事由、スケジューラ連携

経費管理 経費ダッシュボード
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2020年11月(3.21.0) リリース内容

勤怠管理 計算項目の機能強化

勤怠管理 給与奉行の汎用データ取込対応（CSVのみ）

勤怠管理 日別過不足の拡張

勤怠管理 法定休日の取得確認

勤怠管理 スマホ打刻時の強調表示の強化（位置情報なし）

勤怠管理 「直行」「直帰」「交通機関遅延」を自動更新対象の対応に追加

勤怠管理 打刻時に勤務体系の選択を追加

勤怠管理 直行直帰申請済みで実績の「直行」「直帰」の未チェック時に勤務表申請の制限を追加

給与賞与明細 源泉徴収票の令和２年対応

予実管理 参照ライセンスの提供開始

予実管理 実績自動取込機能の追加

予実管理 予算編成の一括確定機能の追加
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【新アプリ】業務ナビ

• OZO3をご契約いただいている全てのお客様でご利用いただ
けます（追加費用は不要です）

• バージョンアップ後はアクセス権が付与されておりません
ので、利用する従業員に権限を付与しご利用ください

• 従業員に行ってほしい業務をウィザード形式で処理しても
らうことができるアプリケーションになります。

• 管理側で業務のフローを設定します。フロー中に表示する
画面やファイルを設定し、従業員に処理をしてもらうこと
ができます。また、フロー中に条件分岐も入れることがで
きます。

• 従業員が所定の業務を実施していない場合などに、督促の
通知をメールやポータルへの表示で行うことができます

• 【制限事項】OZO3製品標準の申請書をフロー中に表示する
ことが可能ですが、勤務表申請と日報申請は対象外となり
ます。
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【新アプリ】規約チェック

• OZO3をご契約いただいている全てのお客様でご利用いただ
けます。（追加費用は不要です）

• ただし、ワークフローに対してチェックを行える機能とな
りますので、給与明細やグループウェアのみのご契約のお
客様はご利用ができません。

• バージョンアップ後はアクセス権が付与されておりません
ので、権限を付与しご利用ください

• 申請書にお客様独自のチェック機能を導入することができ
ます。

• 申請書に存在する項目は前提として全てチェック対象にで
きますが、3.21.0時点では以下の項目は対象外になります

① 経費の精算系の申請書の明細の「証」

② 仕訳伝票申請の明細項目

③ プロジェクト申請のアサイン期間

• システムの方で組み込まれているチェックは今まで通り動
作いたします
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【新アプリ】仕訳伝票申請

• 本アプリケーションを利用する場合は、仕訳伝票申請のア
プリケーションをご契約いただく必要がございます。

※ご希望の場合は、弊社営業にお問い合わせください

• 従業員が仕訳の形式で申請ができます

• 拠点ごとで仕訳の申請、承認ができるようになり、仕訳の
分散入力ができます。

• 毎月決まった仕訳がある場合などの場合に、定型仕訳とし
て登録しておくことができます。

• 承認された仕訳は、今までの経費の仕訳と同様に、仕訳管
理で会計システム連携用のデータ出力が可能です。

• 奉行シリーズについては、仕訳データ転送で自動転送が可
能です。

• 経費の申請と同様、申請書の詳細検索が可能です。
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【新アプリ】取引先マスタ申請

• 本アプリケーションを利用する場合は、業者支払OPをご契
約いただく必要がございます。

• 従業員が取引先の申請ができます

• 承認後の業務フローは以下のようになります

＜勘定奉行をご利用のお客様＞

承認されたデータを勘定奉行用のCSVで出力できますの
で、OZO3からCSV出力後、勘定奉行に取込していただ
くことで、勘定奉行とOZO3の両方のマスタに反映されま
す

＜OZO3マスタをご利用のお客様＞

承認されたデータは即座にOZO3のマスタに反映されます。

• 今後のリリース計画で債権の申請もできるようにするため、
支払先に加え、得意先も管理できるように、区分の追加を
行います
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【全般】ライセンス管理の見直し

• ライセンス管理の方法を変更致しました。
1. システム上のライセンス数のカウント方法がわかりづらかったため、ライセンス

の付与とアクセス権の付与を分け、ライセンス数のカウントはライセンス付与さ
れている数とします

2. ライセンスはユーザー単位で付与を行いますが、グループ単位や任意の単位でパ
ターン登録ができ、パターンでのライセンス付与ができます

→これにより、今までのグループ単位の付与に加え、グループ内での除外設定など、
柔軟にライセンスの付与が可能になります

3. 契約ライセンス数を超えたライセンスの付与ができなくなります

→今までは超過するようなアクセス権の付与が可能でしたが、今後は契約ライセンス
数を超過するライセンスの付与はできなくなります。

【★注意事項★】

バージョンアップ前にライセンスを超過しているお客様は、バージョンアップで運用
に影響はございませんが、順次Manageサポートよりご連絡させていただきます。ま
た、超過してご利用している場合、OZO管理者のユーザーでログインすると画面上部
に警告メッセージが表示されます。

4. ユーザーやグループの登録はライセンス数に関係なく登録は可能です。ユーザー
にライセンスを付与できる数が契約数までとなります

5. ライセンスが付与されていないユーザーは該当のアプリケーションにはアクセス
できません。

6. アクセス権の付与は行う必要がありますが、基本的にはライセンスの有無で利用
可能なアプリケーションが表示制御されますので、アクセス権は全グループ付与
していただく運用で対応可能です。（注意事項もありますので、マニュアルをご
確認ください）

• バージョンアップを行うと、既存のアクセス権の付与状況
に基づきライセンスが付与された状態になります。

→今まで通りOZO3をご利用いただけますが、権限の付与状況によってはライセンス
が超過した状態になる場合がございます。その場合は、必要な方にのみライセンス付
与を行うように変更をお願いいたします。
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【全般】マスタの事前メンテナンス機能の追加

• 組織変更や人事異動に伴い発生する、OZO3のユーザー/グルー
プ/役職/アクセス権/ワークフローの経路の変更を事前に設定
しておくことができ、運用変更の負荷を軽減できます

• ユーザー/グループ/役職/アクセス権については、事前設定し
た情報を、スケジュール実行で本運用しているデータに反映で
きます

• ワークフローの経路については、CSVにて手動反映となります

• 運用イメージ（ユーザー/グループ/役職/アクセス権）
1. 本運用中のマスタデータを、メンテナンス用の領域にコピーします

2. メンテナンス用の領域でグループの変更やユーザーの変更などを行います

3. メンテナンスしたデータを本運用に反映するスケジュールを設定します

4. 本運用データとして反映された後、各アプリケーションの管理画面で権限変更をします

• 運用イメージ（ワークフローの経路）
1. 本運用中の経路をCSV出力し、メンテナンス用の領域にCSV取込します

2. メンテナンス用の領域で経路の変更を行います

3. 運用変更当日に、メンテナンスしたデータを本運用にの経路にCSV取込します

• バージョンアップ後に本機能を利用できるようになりますが、
本機能を利用せずに今まで通りOZO3をご利用いただくことも
可能です。

• 事前メンテナンス中は、不整合を防ぐために、本運用の方で新
規の登録や名称変更以外の処理はできないようになります。
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【経費管理】 VISAカード対応

• クレジットカード精算でVISAカードに対応します

• 連携可能なカード会社（イシュア）は三井住友カードなど
複数のイシュアがあります。

連携可能なイシュアのリストはリリースノートに記載いたします。

• 連携を行う際は、ITCS/VISA/イシュア/お客様で各種情報
の連携やシステム連携の設定が必要になります。連携を行
う場合は、まずはManageサポートにご連絡ください。

• また、お客様とイシュアの情報連携の期間によっては連携
開始までに時間を要する場合がございます。

• 連携開始後は、 1日1回VISAから来る情報を自動でOZO3に
取込を行います

• 連携されたデータは、経費精算の申請書内のクレジット精
算ボタンを押して表示され、精算に利用することができま
す

• ManageOZO3はクラウドもオンプレミスも対応しておりま
すが、オンプレミスの場合、SFTPサーバーをお客様の方で
構築する必要がございます。
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【経費管理】 明細の金額が0円で申請できる

• 経費精算、接待交際費精算、交通費精算、出張精算、支払
申請の明細が0円でも申請できます

• 0円で申請した明細の仕訳は作成されません

• 使用用途の設定で金額の範囲で0円を制限している場合は、
0円で申請ができません。

• バージョンアップ後は明細の金額が0円で申請が可能になり
ます。
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【経費管理】出張精算の出張手当の拡張

• 出張手当の最大行数を20行から50行に変更しました

• 出張内容を入力できるようになりました。項目としては以
下の項目の入力ができます。

1. 出発日

2. 出発時刻

3. 出発区分(直行/直帰)

4. 出発地

5. 到着日

6. 到着時刻

7. 到着区分(直行/直帰)

8. 到着地

9. 期間

10. 距離

• 上記１～10の項目は、それぞれ利用する/しないを設定でき
ます

• バージョンアップ後は全て利用しないになっているため、
ご利用される場合は、経費運用設定 – 出張手当設定 – 項目
設定 にて利用するに設定してください



13

【経費管理】出張申請→直行直帰出張事由、スケ
ジューラ連携

＜出張申請 → 直行直帰出張事由の連携＞

• 本機能は、経費管理と勤怠管理をご契約いただいているお客様
のみ利用可能です。

• 出張申請の際に直行/直帰/出張のチェックを入れて申請をする
ことで直行直帰出張の申請をしたのと同じ状態になります。
（勤務表で申請アイコンを表示。「直行直帰申請から勤務実績
を自動作成する」を利用している場合は、実績を自動で作成し
ます）

＜出張申請 → スケジューラ連携＞

• 本機能は、経費管理とグループウェアをご契約いただいている
お客様のみ利用可能です。

• 出張申請の際にスケジューラ登録用の入力を行い、申請すると、
決裁されたタイミングでスケジューラに予定が登録されます

＜共通（直行直帰出張事由、スケジューラ）＞

• バージョンアップ後は全て利用しないになっているため、ご利
用される場合は、経費運用設定 – 管理 – アプリ連携設定 – スケ
ジューラ連携 にて利用するに設定してください
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【経費管理】経費ダッシュボード

• 経費のダッシュボードをデスクトップに追加できるように
なります

• 利用する場合は共通ポータル設定で設定します

• 経費管理で申請した経費の仕訳をグラフと表で表示します。
グラフは、「月別推移」「部門構成」「科目構成」の３つが表示されます。

表は「科目別推移表」「部門別推移表」が表示されます

• 権限制御として、閲覧範囲を選択できます。
「全部門データ」「自部門のデータ」「見れない」の３種類をユーザーとグループに
設定できます。

• グラフの拡大やデータのダウンロード、データの絞り込み
ができます。

• タブの切り替えで、グラフと表が切り替わります

【注意事項 オンプレミスのお客様のみ】

• 本機能を利用するために、お客様のドメイン情報をご連絡
いただいた上で利用の手続きが必要になります。そのため、
オンプレミスのお客様で本機能をご利用になる場合は、
Manageサポートにご連絡ください
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【勤怠管理】計算項目の機能強化

• 計算項目で以下を機能強化しました
1. 計算式で利用できる項目の対象を追加し、給与データ出力の全項目を

選択できます

2. 条件式が使用できます

3. 端数処理ができます

4. 1つの計算式で設定できる項目数の上限を5個→50個に変更します

5. 計算式を給与データ出力と勤怠データ出力のみで利用可能に設定でき
ます



16

【勤怠管理】給与奉行の汎用データ（CSV）取込対応

• 給与奉行の給与データの汎用データ取込、給与奉行クラウ
ドの給与データ受入で、【勤怠】の部分に対応できるよう
になります。（代替休残・代替休残時間・代替振替日数・
代替振替時間を除く）

• 対応する給与奉行は8/10/11のV/iシリーズとなります。

• 前ページで紹介している、計算項目の機能強化により、計
算項目を利用し、給与データ出力で必要となる細かい処理
ができるようになります。

• 四則演算や条件指定、端数処理などを利用していただき、
給与奉行の給与データの勤怠部分のデータを出力して、ご
利用ください。
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【勤怠管理】日別過不足の拡張

• フレックスの日別過不足について、勤務表以外でも利用できるようになります。

• 利用できるようになる機能は以下になります。

1. 勤怠運用設定 - 基本設定 - 計算項目設定

2. 勤怠運用設定 - 勤務体系設定 - 残業項目設定

3. 勤怠運用設定 - データ出力設定 - 出力パターン設定

4. 勤怠管理 - 勤務日計表

5. 勤怠管理 - 勤務集計表

6. 勤怠管理 - 勤怠データ出力

7. 勤怠管理 - 勤怠データ出力 - 勤務表CSV出力

8. 勤怠管理 - 勤怠データ出力 - 勤務表PDF出力

9. 勤怠管理 - 勤怠締処理 - 給与データ出力
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【勤怠管理】法定休日の取得確認

• 勤務表に法定休日の取得予定と実績を表示できるようにな
ります

• 表示する/しないは勤務表項目設定で設定します。

• 予定は勤務予定の出勤区分が法定休日の日数となります

• 実績は勤務予定の出勤区分が法定休日の日が、システム日
付より前の日付で勤怠が入力されていない日数となります

• 勤務表申請時に法定休日が規定の取得に達していない場合
に警告メッセージを表示します。

• 取得基準については、1週1休か4週4休かを選択でき、その
基準日も設定可能です。

• メッセージを表示する/しないは基本設定に新たに設けられ
た、法定休日取得確認で設定します。

• 両機能とも、バージョンアップ後は利用しないに設定され
ているため、利用される場合は各設定画面にて利用するに
変更してください。
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【勤怠管理】スマホ打刻時の強調表示の強化（位置情
報なし）

• スマートフォン打刻の際に、位置情報が無かった場合に、
勤務表で強調表示ができます

• バージョンアップ後は利用しないに設定されているため、
利用される場合は勤務表項目設定にて設定してください



20

【勤怠管理】 「直行」「直帰」「交通機関遅延」を自
動更新対象の対応に追加

• 直行直帰申請で「直行」と「直帰」の場合も勤務実績自動
作成の対象になります

• バージョンアップ後は既存の「直行直帰申請（種別：出
張）」の設定が引き継がれます。そのため、チェックを付
けている場合は、バージョンアップ後から「直行」と「直
帰」も対象に含まれます。

• 交通機関遅延申請も勤務実績自動作成の対象にできます

• バージョンアップ後は利用しないに設定されているため、
利用される場合は勤務実績自動作成にて設定してください
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【勤怠管理】打刻時に勤務体系の選択機能を追加

• ポータル打刻、スマートフォン打刻、ICカードアプリケー
ションでの打刻時に勤務体系を選択できるようになります

＜ポータル打刻、スマートフォン打刻＞

• ログインユーザーに紐づく勤務体系が選択できます

• 初期表示は勤務予定で設定された勤務体系が選択されます

＜ICカードアプリケーションの打刻＞

• 選択できる勤務体系を設定画面で選択して利用します

• 「既定の勤務体系」が初期選択されます。これで打刻を行
うと、ユーザーの勤務予定の勤務体系で打刻されます。

＜共通＞

• 出勤打刻をした時のみ、勤務体系を変更できます

• 操作は勤務体系を選択し、出勤ボタンを押してください

• 利用する/しないを設定画面で設定できます

• バージョンアップ後は利用しないに設定されているため、
利用する場合は設定を変更してください
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【勤怠管理】直行直帰申請済みで実績の「直行」「直
帰」の未チェック時に勤務表申請の制限を追加

• 勤務表申請の制限に、「直行/直帰/出張の申請事由と実績
が異なる場合は申請できない」の制限を追加します

• 直行直帰申請でチェックを付けた直行/直帰/出張の事由と、
その日の勤務実績のチェック状態に差異がある場合に、勤
務表申請ができないようになります

• バージョンアップ後は利用しないに設定されているため、
利用する場合は設定を変更してください
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【給与賞与明細】源泉徴収票の令和２年対応

• 以下の７項目が変更になっています

1. 給与所得控除後の金額（調整控除後）

2. 住宅借入金等特別控除区分

3. 基礎控除の額

4. 所得金額調整控除額

5. 寡婦、ひとり親

6. 受給者生年月日

7. 摘要

詳細は国税庁の「令和２年分 給与所得の源泉徴収票の記載
の仕方」をご確認ください。
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【予実】参照ライセンスの提供開始

• レポート表示機能（グラフ／対比表／推移表／総合表）のみ
の利用に限定した「参照ライセンス」の提供を開始しました。

• 通常ライセンスより価格を抑えたライセンスになっており、
予実管理業務担当以外の社員にも広くOZO3予実のレポート
機能をご利用いただけます。

※ 参照ライセンス価格については弊社営業担当までお問い合わせ下さい。
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【予実】予算編成の一括確定機能の追加

• 予算編成の確定、および確定解除の処理を、部門個別のみ
でなく、複数部門をまとめて（組織単位で）処理できる機
能が追加されました。

• 予算編成において、事業部単位や支社単位などでの一括確
定や、管理部門による全社一括での確定解除などの処理が
行えます。
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【予実】実績自動取込機能の追加

• 実績登録画面でのファイル取込以外に、ファイル転送サービスを利用した実績ファイルの自動取込が行え
るようになりました。

• 特定のフォルダに実績ファイルを保存していただくことで、設定したスケジュールに従い、実績ファイル
が自動的にOZO3予実に取り込まれます。

• 実績ファイル取込において必要となるマスタ情報の自動取込にも対応しています。


